
ゆ
く
ゆ
く
の
湯

次
世
代
に
継
ぐ
未
來

【 

効  

能 

】

【 

成 

分 

】

【 

対  

象 

】
大
人
に
な
っ
て
地
域
の
魅
力
、課
題
に
気
づ
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
 

首
長
の
お
ご
り
自
販
機
と
ベ
ン
チ
が
あ
る
の
で
自
然

と
人
が
集
ま
り
ま
す
。

【 

特  

徴 

】
① 

年
齢
に
よ
っ
て
色
温
度（
泉
質
）が
変
わ
り
ま
す
。

② 

壁
に
は
地
域
の
歴
史
が
樹
形
列
で
描
か
れ
て
い

ま
す
。 

③ 

入
浴
料
は
「
首
長
」
の
お
ご
り
で
す
。 

地
域
で
育
つ
子
供
ま
た
は
子
育
て
す
る
大
人
に
お
す

す
め
で
す
。

【 

入 

浴

　
方 

法 

】

必
ず
子
供
と
一
緒
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
地
元

愛
が
詰
ま
っ
た
掛
け
湯
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
お
湯
の
成
分
と
な
る
「
未
来
の
種
」
の
一
覧
で
す
。

タ
イ
ト
ル
の
下
の
括
弧
に
、
提
案
自
治
体
名
と
関
連
テ
ー
マ
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

『 

劇
的
！
！ 

見
え
る
化 

ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー 

』（ 

長
野
原
町/SDGs 

）

　
今
年
度
中
に
公
共
施
設
で
ゴ
ミ
箱
の
ゴ
ミ
が
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
か
を
見
え

る
化
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
先
を
提
示
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

『 

村
長
の
お
ご
り 

』（ 

嬬
恋
村/

つ
な
が
り
の
再
構
築 

）

　
夏
を
中
心
と
し
た
暖
か
い
季
節
に
、
村
や
、
町
内
の
人
た
ち
が
集
ま
る
場
所
に
、
自
治
体

や
事
業
者
に
よ
り
ベ
ン
チ
、
駅
併
設
型
カ
フ
ェ
、
つ
な
が
り
自
動
販
売
機
の
設
置
を
行
い
、

村
中
の
ふ
れ
あ
い
や
、
つ
な
が
り
を
増
や
す
。

『 

地
元
産
の
廃
棄
予
定
の
野
菜
等
を
使
っ
た
調
理
実
習 

』（ 

長
野
原
町/SDGs 

）

　
来
年
の
秋
頃
、
小
学
校
の
調
理
実
習
室
で
、
地
元
の
農
家
、
行
政
に
協
力
し
て
も
ら
い
地

元
産
の
廃
棄
予
定
の
野
菜
等
を
使
っ
て
調
理
実
習
を
行
う
。

『 

嬬
恋
・
親
子
食
堂 

』（ 

嬬
恋
村/

女
性
活
躍 

） 

　
十
一
月
か
ら
三
月
以
外
の
時
期
に
万
座
鹿
沢
駅
で
、
村
、
ヤ
ク
ル
ト
、JR

、
県
内
外
企
業

に
よ
り
親
子
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
女
性
の
応
援
に
寄
付
す
る
ブ
ー
ス
を
設
け
た
り
、
子

ど
も
食
堂
な
ど
を
設
け
、
交
流
対
話
の
場
の
創
る
。

あ
が

つ
ま


